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 写経、 読経、 遍路みち  

 
「人もし、修証するに得一法 通一法なり、遇一行 修一行なり、」 

と道元禅師が声高らかにお諭ししています。 
現代文に訳してみますと、 

「人が安心の道を実修実証するというは、一事に専念し自己と事が一体にな

る、「空」を得たならば、一切の諸事は「空」に通じます」と、 
「汚れに染まらない一事一行を手にしたならば、一切の行が無心を修します」 
となります。職人の世界にしても、野球選手のイチロウの世界にしても、 

究極を手にした方は、禅僧の指針に共通しています。 
今、四国の八十八ヶ寺の遍路旅にしましても、写経 読経にしても、 

一つのことに全身心、渾身を尽くしていますと、 
「ただ、ただ・・・」の行になり 

「得一法、通一法  遇一行、修一行」 
が実施した方の手に入るのです。 
この「ただ、ただ」が佛行であり、 

佛道修行の眼目です。 
これをやったから「御利益がある」との目標を持った行いは、 

一切外道の道であり、佛の教えにはなりません一事が一切行にして、 
「諸縁が投げ捨てられ」 

安心への関門が開かれるのです。 
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写経を始めましょう 
 

 
お部屋から騒々しい音を無くします。 

テレビを消し、ラジオ消し、話声等、日常の生活音から離れ 
香の良い線香を立てます。 

 
机を前に合掌礼拝し 
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両手の掌の隙間に自己の温もりを感じ、 
その温もりが「あなたのいのち」のあかしです。 

姿勢を正し、 

 
硯に水を注いで墨をすること 15 分。 

ただ一心に墨をすります。 
この一心の動作が佛行の一時です、 

この単調な動作の中に、頭の妄想が薄らぎ、 
なみ かぜ が取り除かれます。 

 
墨がすり上がったら写経の台紙を用意し、 

写経用紙を上にのせ、 
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一画入魂 

足も手も脊髄一切を尽くし、 
書き始めます。 

線香の香に包まれるまま、 
眼が有りながら眼が無く 
耳がありながら耳が無く 

無眼耳鼻舌身意を筆の走りに任せます。 

 
回りを気にせず、自己没入 

 
自己現成の一時に染まり尽くします。 
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写経 台紙 
摩訶般若波羅蜜多心経 

 
 

この台紙は、わたしが石川県金沢 大乗寺で修行していた時、板橋禅師に頂

いた「摩訶般若波羅蜜心経」です。私の本師にあたるお方で、興雲寺の 
開山さまに当たられます。今から 1４，1５年前のことでしょうか？ 

禅師様が心臓発作で入院された時、自己を見返り、お寺を想い、修行僧を 
思い、一心不乱にお書きになられた心経です。 
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正法眼蔵・生死一 

 

 
正法眼蔵・生死二 

 
道元様がお示しの正法眼蔵・生死です。 

開祖様の人間観、人生観、生き死にの根幹を示された一文です 
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延命十句観音経 

 
常・楽・我・淨の四点が人生の落とし穴になります。 

無常を常と思い、 
苦を楽と思い 
無我を我と思い 

不淨を淨と錯覚しています、 
これが四顛倒です。 
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正法眼蔵・道心一 

 
正法眼蔵・道心二 
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正法眼蔵・道心三 

 
 

「道心」の巻は、お腹の大きい参禅者（妊婦さまとその家族）の 
方々に写経をすすめています。 

出産後、３、4 ヶ月後に納経して頂き、そのときに 
「赤ちゃんの発育祈祷と家族安泰の祈祷」のお勤めをし、 

御宮詣りの風習をお寺でいたします。 
大変「ご利益がある」と、 
評判になっております。 
信仰の芽吹くところ 

不健全な家庭になるはずが有りません。 
毎朝坐禅の功徳です。 
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普歓坐禅儀 一 

 
 

普歓坐禅儀 二 
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普歓坐禅儀 三 

 
 

「大宋紹定のはじめ、本郷にかえりし。 
すなわち弘法救生をおもいとせり。 
なお重擔を肩におけるが如し。 
しかあるに弘通の心を放下せん、 

激揚の時を待つ故に。 
しばらく雲遊萍寄して、・・・」 

（弁道話） 
そして、初めて認めたのがこの普歓坐禅儀です。 
正法ここにありと声高々にお示しなさいました。 
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正法眼蔵・現成公案 一 

 
 

正法眼蔵・現成公案 二 
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正法眼蔵・現成公案 三 

 
 

正法眼蔵・現成公案 四 
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正法眼蔵・現成公案 五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


